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企業が定義するグローバル化、
そしてグローバル人材とは？

　　　

淡野　この度は、ぐるなびの社長ご就
任おめでとうございます。本日は、企

業が求めるグローバル人材の要件など

についてお聞かせいただければと思い

ます。杉原社長は、楽天の創業メン

バーとして同社のグローバル化もずっ

と見てこられたと思いますが、そもそ

もグローバリゼーションというもの

を、どのように捉え、定義されているの

でしょうか。

杉原　私は、インターナショナリゼー
ションとグローバリゼーションはまっ

たく違うものであると考えています。

例えば楽天の場合、日本の本社では、

70カ国を超える国々から人材が集まっ

て一緒に仕事をしており、これこそが

まさにグローバリゼーションです。一

方、シンガポールやアメリカ、フランス

など世界30カ国・地域に海外拠点を

展開していますが、それぞれの会社が

現地の人ばかり採用していたら、これ

は単にインターナショナリゼーション

に過ぎません。海外の拠点であって

も、本社と同様に、いろいろな国の人々

が集まって、いろいろな種を育てて世

界へと送り出していくことで、はじめ

杉原 章郎 氏
（株式会社ぐるなび 代表取締役社長）

グローバル企業のトップは、グローバル人材をどのように定義し、そしてどんな

素養を求めているのか。今回は、楽天株式会社の創業メンバーの一人であり、今

年6月に株式会社ぐるなびの社長に就任した杉原章郎氏と、学習院大学 国際社

会科学部の創設期の運営に尽力した前学部長末廣昭氏に企業が求めるグローバ

ル人材の要件や、国際社会科学部が育てる学生について話を聞いた。ファシリ

テーターは、日頃から企業の人事担当者と接し、国際社会科学部1期生のキャリ

ア支援を行っている同大学 キャリアセンター担当事務長の淡野健氏。
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（学習院大学 キャリアセンター担当事務長）

末廣 昭 氏
（学習院大学国際社会科学部 教授）

グローバル企業が求める人材に不可欠な素養は、
変化に柔軟に対応できる力。
国際社会科学部にはそれを育てる仕組みがある
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て真のグローバリゼーションが成立す

ると言えるでしょう。これは私自身、

ぐるなびにやって来てあらためて感じ

ていることなのですが、人手が足りず、

今や外国人の労働力が不可欠となって

いる外食産業こそ、日本で特に早くグ

ローバリゼーションが進むのではない

かと思っています。

淡野　一方、大学側の立場から、末廣教
授はグローバリゼーションについてど

のようにお考えでしょうか。

末廣　私自身、タイを中心にアジアに
進出した日本企業を数多く見てきまし

たが、やはりその多くはグローバリ

ゼーションというより、インターナ

ショナリゼーションにとどまっていま

した。むしろ私は、昨今のインバウン

ド、海外からの多様な観光客をいかに

受け入れるかを考えることのほうが、

よほどグローバル化を実現するものだ

と感じています。ですから学生に対し

ては、コミュニケーションツールの一

つとして語学を学ぶことも大切です

が、それ以上に物事をグローバルな視

点で考えることのできる力を身につけ

てほしいと考えています。杉原社長は

グローバル人材に必要な要件とは、何

だとお考えですか。

杉原　変化に柔軟に対応できること、
それに尽きるでしょう。グローバル化

が進むことで、変化のスピードはます

ます加速していきます。そうした中、

変化を当たり前のこととして捉え、常

に変わり続けなければ、成長にも継続

にもつながりません。では、変化に対

応する柔軟性はどのようにして身につ

けるのか。それは、日々どんな結果に

も満足せず、常に変えていこう、少しで

も良くしていこうと思い、行動するこ

とだと考えています。

高い目標を掲げ、
実行できる人材を求める

　　　

淡野　企業の採用選考において、学生
のどのようなところに注目されている

のでしょうか。

杉原　大きく分けて3つあります。1
つは先ほどお話しした、変化を受け入

れる素地があるかどうかという点。2

つ目は、私自身も楽天で三木谷社長と

仕事をしてきた中で強化された部分な

のですが、常に高い目標を掲げて、それ

をやり切る力です。人間は弱い生き物

なので、100を求められたら自己目標

は200くらいに設定しておかないと、

なかなか達成できません。ここで大事

なのは、200を達成するためにどうし

たらいいのかを考え抜くこと。200を

目指して試行錯誤しているうちに、実

は当初の目標である100を超えてしま

うものなのです。面接では、高い目標

を掲げ、実行する癖がついているかど

うかを見ています。そして3つ目が、

人材のバランスです。我々は仕事を作

り上げるタイプを、「0を1にするのが

得意な人」、「1を10にするのが得意な

人」、「10を100にするのが得意な人」と

分けており、それぞれをバランスよく

採用するようにしています。イノベー

ションが求められる今日において、「0

を1にするのが得意な人」を採用する

ことも重要ですが、同時に、アイデアレ

ベルのものを事業化して収益に繋げら

れる、つまり「1を10にするのが得意な

人」を増やしていくことも必要です。

　ちなみにこれは私独自の面接のやり

方ですが、できるだけ質問は順序立て

てしないようにしています。例えば、A

を聞いたら次はBを聞いてくるだろう

と思うところを、あえてGやHを聞く。

そうすることで、頭の切り替えの速さ

や対応力、さらに話が一貫しているか

どうかなどを確認しています。

学習院大学になかった新設学部で
道を作ってきた学生たち。
そして大学と企業をつなぐキャリア
センターが考えるキャリア教育とは

　　　

淡野　ここで学習院大学の取り組みに
ついて、いくつか紹介させてください。

まずは国際社会科学部の環境や社会に

私は、インターナショナリゼーションと
グローバリゼーションはまったく違う
ものであると考えています。 ── 杉原
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出て行く学生の特徴を、末廣教授から

紹介いたします。

末廣　国際社会科学部は、学習院大学
に52年ぶりにできた、全く

新しい学部です。設立の目

的である「グローバルビジ

ネスを担うための語学力と

課題解決力を養成する」と

いう点を明確にし、それに

添ったカリキュラムを組ん

でいます。まず前提として

在籍する学生たちは、「0か

ら1」となった学部のコンセ

プトに共感して集まってき

ました。そして、歴史と伝

統のある「学習院大学」の中

にできた学部という前提が

あるとはいえ、全く実績のない新設学

部に志願してきた以上、未知のものに

飛び込む勇気や好奇心、そして進取の

気質がある若者たちです。

　在籍する学生のうち四分の一が、高

校までに留学や海外滞在の経験を持っ

ています。一方、四分の三は、留学経験

のない、興味関心はあっても英語もそ

こまで得意ではない学生たちです。彼

らはカリキュラムに従い、全員が自分

の考えにもとづいて世界各地で海外研

修（留学）をしてその経験を持ち帰り、

国際社会科学部の中で再び混ざり合い

ます。

　そしてなんといっても、女子学生が

元気で積極的です。国際社会科学部は

女性が三分の二を占めており、私が接

している限り、新しい変化により柔軟

に対応できるのも、海外に行ってポテ

ンシャルを引き出して帰ってくるの

も、女性たちが多いと感じています。

国際社会科学部はビジネスコミュニ

ティで活躍したいと考える女子学生が

多い点もひとつの特徴ではないでしょ

うか。

　また、大変ありがたいことですが、学

生たちが「国際社会科学部」に愛着を

持っているという事実があります。

オープンキャンパスなどでも積極的に

企画を立てて広報に協力してくれます

し、授業でもより良いプログラムにす

るために意見を出してくれます。自分

たちが帰属する場所や経験を共有して

いる学生が多いことも魅力として言え

ることです。

　このような資質・特徴を持ち、学び

を得た学生が集まっているということ

が、国際社会科学部の、その他の学部と

一線を画す特徴となり、グローバル人

材につながる多様な環境を生み出して

いると考えます。

　また、教員側としても国際社会科学

部は新設学部ですので、そのぶん変化

に寛容で新しい技術を取り入れること

に柔軟です。たとえば、授業中にWi-Fi 

を使用したり、「Moodle」と呼ばれる学

習ソフトを使って試験やミニテストを

実施する教員は少なくありません。一

方、学生は入学すると同時に、語学の授

業や入門演習で、パワーポイントを

使ったプレゼンテーションを要求され

ます。また、18名の専任教員のうち6

名が外国人であり、アジアや途上国に

強い教員が多いことも国際社会科学部

の特徴です。欧米諸国だけでなく、世

界の変化の先端を行くアジアなどで学

び、肌で触れる機会を提供できること

は本学の強みです。

杉原　企業側から見ても、国際社会科
学部の取組みは素晴らしいと思いま

す。社会のあらゆる課題に対して、既

存の学問で解決しようとしても、まだ

手の届かないところが沢山あります。

だからこそ新しい学部には期待した

い。既存の学問と掛け合わ

せてみたり、あるいは既存

の学問にはない新たなもの

に取り組んだりと、学生さ

んにはどんどんチャレンジ

してほしいですね。そこで

得たものこそ、社会に出た

ときに一番の武器になるで

しょうし、またそれこそが

新学部から企業が人を採り

たくなる理由でもあると思

います。

淡野　キャリアセンターで
は、単なる就活のテクニッ

クを教えるのではなく、学生生活や卒

業後のより良い人生のためにキャリア

を考えるキャリア教育を重視していま

全員が自分の考えにもとづいて世界各
地で海外研修（留学）をしてその経験を
持ち帰り、国際社会科学部の中で再び
混ざり合います。 ──末廣

キャリアセンターという組織が主催で
海外インターンシップを行っているよ
うな大学はほとんどないと思います。 

── 淡野
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す。そのために、日本社会の質的変換

や、それに伴う就業・就職環境の分析、

これからの社会に必要になる資質・能

力などを踏まえて、常に新しい取り組

みを行っています。一例として、昨年

から全学部を対象にベトナムでのイン

ターンシッププログラムを始めまし

た。これは、現地で働く日本のビジネ

スパーソンや現地で活躍している本学

の卒業生の団体（ベトナム桜友会）、ベ

トナム人の学生たちと交流を図りなが

ら、海外で働くことのやりがいや苦労、

現地の生活などを体感し、グローバル

な感覚を磨いていくというものです。

キャリアセンターという組織が主催で

海外インターンシップを行っているよ

うな大学はほとんどないと思います。

　また、これからの社会には、自分の考

えをしっかりとプレゼンできる能力が

必要であると考え、キャリアセンター

で提供するほとんどのプログラムはア

クティブラーニングの手法を取り入れ

ています。ちなみに、ここで特に適応

力を見せるのは、やはり国際社会科学

部の学生たちで、新しいことを受容で

きる感度や変化に対応する柔軟性を、

カリキュラムの中で鍛えられているこ

とを実感します。

淡野　最後に、グローバリゼーション
がますます進む、変化の激しい時代に

向かう学生に対して、学びのヒントや

メッセージをいただけますか。

杉原　社会は変化の連続で構成されて
いるので、変化に抗うと自分が損をし

てしまいます。ぜひ変化の波に乗っ

て、それを楽しめるような人になって

ください。きっとチャンスはたくさん

訪れますし、我々もそういう人と一緒

に事業を成長させていきたいと思って

います。

末廣　私はアジア諸国、とくにタイを
45年ほど研究していますが、その間に

3回くらい国が激変するのを経験しま

した。しかし、タイがどんどん変わっ

ていく姿を目の当たりにし、私自身は

とても楽しかった。変化についてい

く、あるいは対応するというのは、しん

どい面もありますが、楽しいことも多

い。学生にはぜひ、変化に向かって

チャレンジしてほしいです。教授陣は

その挑戦を全力でサポートします。

淡野　お二人の言葉は、国際社会科学
部の学生たちにしっかりと届いたと思

います。そして、限られた4年間で思

う存分学び、挑戦し、変化を楽しめるグ

ローバル人材として成長を遂げ、社会

に巣立ってくれるように、キャリアセ

ンターも支援していきたいと思いま

す。本日は、お忙しいところ誠にあり

がとうございました。

末廣 昭 氏
学習院大学 国際社会科学部 教授

1976年東京大学大学院経済学研究科修了後、ア
ジア経済研究所、大阪市立大学を経て、1995年
より東京大学社会科学研究所教授。2009年～
2012年、同研究所所長。タイ国チュラーロンコ
ン大学客員研究員、ベルリン自由大学、メキシコ
のコレヒオデメヒコ大学院大学の客員教授、フ
ランス Collegium de Lyon の招聘研究員。アジ
ア政経学会理事長、日本タイ学会会長などを歴
任し、2016年より学習院大学国際社会科学部教
授。2010年紫綬褒章受章。

杉原 章郎 氏
株式会社ぐるなび 代表取締役社長

楽天の創業メンバーの一人。1997年より「楽天市
場」の出店営業部門を担当した後、楽天市場以外
の複数の事業立ち上げに従事。取締役新規事業開
発部部長、楽天オークション部長（当時）、楽天ブッ
クス㈱社長（当時）、開発部門担当役員などを経て、
グローバル人事担当役員ならびに障がい者雇用の
特例子会社である楽天ソシオビジネス㈱の社長を
務めた。2019年6月に株式会社ぐるなび代表取
締役社長に就任。

淡野 健 氏
学習院大学 キャリアセンター担当事務長

1985年学習院大学経済学部卒業後、株式会社リ
クルート入社。新規事業・総務人事採用、営業事
業部門長を歴任。モチベーションマネージメン
トや就活テーマで企業や大学講演を経験。2009
年、スポーツ選手のセカンドビジネス企業を起
業。2010年4月より現職として、キャリア支援、
講座ファシリテーター、セミナー運営、企業関係
構築を図る。CCE,Inc.認定GCDF-JAPANキャリ
アカウンセラー。
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